
まずは、事務室で受付！！

どんな活動ができるか、気
軽に所員にお尋ねください。

冒険ゾーン

ロープワーク

バードウォッチング

海と星のミュージアム

大分県立香々地青少年の家
ＴＥＬ:0978-54-2096
ＦＡＸ:0978-54-2152
E-mail:ａ31514@pref.oita.lg.jp

香々地青少年の家では、魅力的なア
クティビティが満載！！

週末講座では体験活動のレ

クチャーを受けたり、創作活動に取
組んだりもできます。



香々地青少年の家の本分は
令和４年度が始まりました。４月は天候にも恵まれ、

所内の約７０本の桜を見に多くのお客様が訪れ、元気
に走り回る子どもたちの姿が見られました。自然には
子どもを元気にするパワーが宿っています。

このような恵まれた環境の中にある当所ですが、改
めてその存在意義を問い直してみたいと思います。

開設当初の「少年自然の家」という名称にそれは込
められており「少年・自然・家」をキーワードにこの
ようにまとめることができます。

青少年が仲間と共に自然の中での体験的な学習
と生活を通じて成長する家のような所

－咸宜園にも通じるその理念－
古くは私たちのふるさと大分にもその源流を求める

ことができます。広瀬淡窓の咸宜園では、年齢・学
歴・身分を問わない「三奪法」により全ての門下生が
平等な教育を受け師弟同行の共同生活を営みました。
（参考：月間社会教育2011-8）私たちはこのことを肝
に銘じ、子どもが確実に成長を遂げる学校の宿泊研修
や子どもの野外キャンプの実現に努めてまいります。

小学校の宿泊研修でのバードウォッチング 生き活きオータムキャンプでの子どもと大学生

メールマガジン

会員募集中
kakadi@mamail.jp

令和4年4月
ｖｏｌ．４０

大分県立香々地青少年の家 所報

にのせて



区分 期日 対象

Ⅰ 学校教育と連携した体験活動・指導者養成

1 集団宿泊活動に関する調査研究
通年
　調査期間：学校利用期間
　検証・報告：学校利用終了後～年度末

学校

2 集団宿泊活動指導者研修会
①第１回　5月13日（金）
②第２回　6月13日（月）

教職員

3 豊かな体験活動推進研修（教職員研修）
①【一般選択】5月31日（火）
②【中堅選択】8月3日（水）

教職員

4 ボランティア活動実地研修 １泊２日 大学生他

Ⅱ 森林環境学習
（「森の子学校」体験活動推進事業）（森林環境学習促進事業）

5 「森の子学校」体験活動推進事業
（宿泊研修）
小・中学校１０校　※九重含む

児童生徒

6 生き活き自然体験キャンプ
①第１回　３泊４日
②第２回　２泊３日
③第３回　１泊２日

児童生徒

Ⅲ　多様な立場にある青少年の体験活動
（「青少年の家」不登校対策事業）

7 ふれあい広場

（ふれあいトライアルデー）
①年８回程度
（ふれあい活動日）
②年10日程度
（ふれあいサマーキャンプ）
③ ３泊４日
（ふれあいキャンプ）
④１泊２日×3回

不登校傾向に
ある児童生徒

（ 共生社会の実現に向けた障がい者の学び支援事業の一部）

8 実践研修
（日帰り体験活動）
１日×２回

障がいをもつ
児童生徒等

（地域ぐるみで体験の風をおこそう運動推進事業）

9 野外活動塾 １泊２日×６回
児童養護施設
の児童生徒

Ⅵ 郷土の環境を活かした体験活動
（青少年ふれあい交流体験推進事業）

10
かかぢネイチャーファミリーデイズ
　　　※週末講座として拡大実施

１日×１０回
　児童生徒
　保護者

（子ども科学体験推進事業の一部）

11 かかぢ星空学習会
（星空観察会）
１日×３回

児童生徒

（地域ぐるみで体験の風をおこそう運動推進事業）

12 国東半島魅力発見塾
（海の学校・山の学校
   自立と挑戦意欲を高めるキャンプ）
   １日×３０回

児童生徒

Ｖ 体験活動推進に向けた啓発活動
（青少年ふれあい交流体験推進事業）（地域ぐるみで体験の風をおこそう運動推進事業）

13 体験活動ミーティング １日×３回 県民

14 プログラム普及事業

（出前講座）年２０回程度
（ノルディック・ウォーク健康教室）年18回
（プラネタ上映会）年１２回
（週末講座）２０回程度

団体等

事業名 ＳＤＧとの関連

教 育 業事

SDGsとの関連



催 し 内案

今年度香々地青少年の家では研究・研修担当（学
校でいうところの研究主任）を置き、職員の資質向
上に向けて計画的なＯＪＴを進めることとしました。
４／２の新人研修に続き、４／６は指導メンバーで
の自主研修をスタートさせました。ボトムアップの
組織文化に向けて第１歩を踏み出しました。

所内研修スタート -OJT行動計画- 新人紹介 –さらにパワーアップを期待-

ゴールデンウィーク中は多くの方が日帰りから宿泊まで
思い思いの休日を過ごせるよう香々地青少年の家ならでは
の体験活動を提供します。 参加申込みはＨＰから

不登校傾向にある子どもの体験の場「ふれあい広場」を
今年も開設します。日帰りから宿泊まで年間を通じて、個
別の相談に対応します。 詳しくはＨＰもしくはお電話で

・竹内 誠二（たけうち せいじ）
・CN（キャンプネーム）：「セイセイ」
・座右の銘 「未来は可能性」
・アピール：
香々地の自然を活かした体験活動を

頑張ります！よろしくお願いします。

・小俣 恵庸（おまた よしのぶ）
・CN（キャンプネーム）：「おまっちゃん」
・座右の銘「努力する人は希望を語る」
・アピール：

香々地は海も山も美しい！
プラネタがんばります！

・髙橋 舞（たかはし まい）
・CN（キャンプネーム）：「はっしー」
・座右の銘「光るナイフは拾われる」
・アピール：

海や山の四季を間近で見られるの
はうれしいです！！


